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Abstract
ThepurposeofthisstudyistoexaminethebusinessoperationoftheNiigata
agriculturalandindustrialbank(theNokoGinkoofNiigata-ken).TheNoko
Ginkowasestablishedduringtheperiod1898-1900ineachprefecture.In
Niigataprefecture,itwasestablishedin1899andtakenoverbytheHypothec
bankofJapan(theNihonKangyoGinko)in1922.Inthispaper,wedivide23
year-historyofthisbankintothreeperiodsandshowthedevelopmentofthis
bankfrombeginningtoend.
はじめに
1新 潟県農工銀行の設立過程
2創 業後の停滞期(1899-1909年)
3農 工債券の発行 と業務の発展(1910-1918年)
4第1次 大戦後から日本勧業銀行 との合併へ(1919-1922年)
おわりに
1 一55一
は じめに
本稿の目的は,1899年6月に設立され,1922年6月に日本勧業銀行(以 下,
勧銀 と略記)と 合併 した新潟県農工銀行(以 下,新 潟農銀 と略記)の23年
間の活動について実証的に検討することである。
農工銀行(以 下,農 銀 と略記)は,1897年～1900年の間に北海道を除
く46府県に設立された特殊銀行である。その後,1921年に制定されたいわ
ゆる 「勧農合併法」に基づいて順次勧銀に合併 され同行の支店 となり,最終
的に1944年9月の5農銀の合併を以て消滅 した1。
勧銀による農銀の合併(勧 農合併)は,4次 にわたって進行 した ことが知
られている。本稿で検討する新潟農銀は最初に勧銀に合併 したグループ(第
一次合併行)に 属す る2。戦後間もな く勧銀がまとめた 『日本勧業銀行史』
によれば,第 一次合併行は,一般に債券発行の募集能力が乏しく,自行貸付
よりも勧銀の代理貸付に依存 しており,利益率の低い 「経営的に弱い農工銀
行」であると評価 されている3。第一次合併行の個別研究は,設立過程をの
ぞいてほとん ど行 われておらず4,その沿革についても6府県の農銀が行史
を刊行 しているに とどまる5。このように第一次合併行の実態はほとん ど明
らか されないまま,弱小の農銀 として一括に把握されてきたといえよう。
これまでの農銀研究の主たる関心は,「不動産銀行」化の過程 とその実態
の把握 にあった。個別農銀の実証研究は,管 見の限 り,池上和夫6,高嶋雅
明7,植田欣次8,横山憲長9の研究が挙げられる。特に植田は,精 力的に史
料を発掘 し,一連の研究で農銀の貸付や農工債券の発行の実態,預 ヶ金の運
用を通 じた地方金融市場 との関係など農銀の業務を多面的に検討し,農銀研
究の実証水準を飛躍的に向上させた。以上の研究の対象は,いずれも第二次
合併以降まで存続する農銀である。農銀の 「不動産銀行」化は,1910年頃
から主 として大都市所在の農銀で起こり始め,両 大戦間期に本格化する。そ
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れ故,1920年代前半に勧銀 と合併 し消滅 してしまう第一次合併行について
は史料的制約 とも相侯って射程に入ってこなかったのであろうlo。
これらの研究史を踏 まえ第一次合併行を検討する意義を2点指摘 しておき
たい。第一に,第一次合併行の多様性についてである。第一次合併行はすべ
てが 「経営的に弱」かったのだろうか。渋谷隆一は,すべての第一次合併行
の代理貸付依存度が高かったわけではないとし,秋田農銀の事例を踏 まえな
がら勧銀 との合併を選択する過程で 「経済的契機」(不動産金融における普通
銀行 との競合)と 「政治的契機」(政党問題)が あったことを指摘 した11。ま
た本稿で検討する新潟農銀については,『新潟県史』のなかで後述する勧銀の
合併資料を用いなが ら,第一次合併行のなかにあって例外的に経営が順調で
あったことが指摘されているiz。『日本勧業銀行史』の指摘 は第一次合併行全
体の傾向としては妥当であろうが,個別事例に即 して検討する必要があろう。
第二に営業府県の地域経済や金融市場 との関係についてである。各地域の
金融市場の実態に接近するためには普通銀行(都 市銀行 ・地方銀行)の 分析
のみでは不十分である。渋谷が指摘するように不動産金融をめぐる農銀 と地
銀との競合関係 もあろうし,農銀の預 ヶ金運用を通 じた地方銀行 との関係も
考えられよう13。伊牟田敏充の指摘 した 「重層的金融構造」仮説を踏まえな
がら,農銀の活動を地域金融市場の中に位置づける必要があろう14。
本稿では,以上の課題に応えるための基礎的作業 として,新 潟農銀の創立
関係資料,『営業報告書』,勧銀資料,大蔵省 『銀行局年報』等を用いて,同
行の設立か ら合併までの23年間の活動の素描を試みる15。以下では,第1節
で新潟農銀の設立過程を確認 した後,第2節 ～第4節で23年間を3つの時期
に区分 し,各時期の資金調達(農工債券 ・預金),資金運用(特 に年賦貸付金)
について検討する。そして最後に勧銀への合併の過程を確認する。なお,本
稿では貸付業務に限定し,余裕金運用 を通 じた地方銀行との関係については
別稿で論じる。役員の変遷,主 要勘定,農工債券の発行の一覧は文末の(別
表1～4)を 参照されたい。
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1新 潟県農工銀行の設立過程
(1)農工銀行設立委員会の設置
1897年6月8日,大蔵大臣松方正義は,「農工銀行法」(1897年4月20日
法律第83号)に基づいて農銀を設立するために各府県に 「農工銀行設立事
務手続」16を内訓した。各府県知事はこれに基づいて設立委員を選定 し,同
年ll月27日に静岡農工銀行が設立免許の公布を受けたのを皮切 りに1898
年にかけて順次開業 していった17。
新潟県で農銀設立の準備が本格的に始 まったのは,す でに多 くの府県で開
業 していた1898年8月であった。設立に出遅れた最大の理由は,1896,97
年 と2年連続で大規模な水害に見舞われ,県 財政は逼迫 し,県庁ではこの間
その対応に追われていたか らであった18。1898年8月19日,新潟県知事勝
間田稔isにより24名の委員が任命された(第1表)20。「農工銀行設立事務手
続」によれば設立委員は,「全管下ヲ通シ各郡市二於テ資産名望若クハ経験
ヲ有スルモノ凡ソー人県官一人 ヲ標準」 とするとされ,各 郡市か ら1名ない
し2名が選出された21。主な顔触れは,新 潟市長鈴木長蔵22,市島徳次郎を
は じめとす る県下の有力地主,衆 議院議員,県会議員などの政治家,第 四銀
行,六 十九銀行,長 岡銀行な どの県下の有力銀行の役員などであった。「県
官」 として県内務部長床次竹二郎が選出され,設 立委員長 となった23。
設立委員会は,9月7日～10日に新潟県庁内で開催され,銀 行名称を 「新
潟県農工銀行」とし新潟市に店舗を置 くこと,資本金を100万円とすること,
「農工銀行補助法」(1897年4月法律第84号)第1条に基づいて資本金100
万円の うち30万円(額 面20円・15,000株)は政府からの交付金を元に新潟
県が引き受けること,創立費予算を4,000円とすること等が決定された24。
そ して株式の募集に際 しては,「なるべ く一般人中流以下の人々より募集す
る趣 旨を以て五株 まで申込みたる分は総て配当し五株以上の分は案分比例を
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(第1表)新潟県農工銀行設立委員
氏 名 住 所 備 考 地価(円)
床次竹二郎 新潟県内務部長
鈴木長蔵 新潟市上大川前通九番町 新潟市長 1,160
八木朋直 新潟市上大川前通五番町 第四銀行取締役 ・新潟商業銀行専務取締役 1,521
真嶋桂次郎 北蒲原郡濁川村 73,454
市島徳次郎 北蒲原郡天王村 貴族院議員 451,087
本間新作 中蒲原郡新関村 日本石油株式会社取締役 59,135
片山恭平 ?
山田平太郎 西蒲原郡小吉村 北越商業銀行監査役 91,373
佐藤宗弥 南蒲原郡新潟村 県会議員 6,296
源川万吉 南蒲原郡三条町 三条銀行専務取締役 ・三条貯金銀行取締役 2,926
平田次八郎 東蒲原郡津川町 県会議員 10,412
岸宇吉 古志郡長岡町 第六十九銀行頭取 1,114
吉川庄蔵 古志郡黒条村 古志郡長 4,835
三輪潤太郎 三島郡与板町
衆議院議員(憲 政党)・
与板銀行専務取締役 ・長
岡銀行監査役
11,487
山口権三郎 刈羽郡横沢村 長岡銀行頭取 35,371
酒井文吉 北魚沼郡下条村
小出銀行取締役会長・掘
之内銀行取締役会長 ・小
出荷為替合資会社取締役
17,511
蕪木八郎右衛門 中魚沼郡十日町村 16,357
本山健治 東頸城郡元保倉村 11,637
山岸俊蔵 中頸城郡津有村 3,500
笠原克太郎 中頸城郡潟町村 衆議院議員(自由党)・直江津積塵銀行取締役会長
磯谷健治 西頸城郡木浦村 1,760
渡辺三左衛門 岩船郡関谷村 151,737
田辺九郎平 佐渡郡赤泊村 1,902
出所:新 潟 県告示 第226号(「新 潟県 公報 」第446号,1898年8月19日)。
注:住 所 ・備 考欄 は,商 業興信 所 「日本 全 国諸 会社 役 員録(第6回)』,『新潟 県史』 資 料編
15(近代 三)1982年,『議会 制度七 十 年史 衆議 院 議員 名鑑 』1962年に よ る。地 価 は,
小池 謹一 郎編 『北越 一 市十五 郡金 満家 ・一 名新 潟 県地価 持 一 覧(第 三版)』1900年(渋
谷隆 一編 『都 道府 県別 資産家 地主 総覧(新 潟編2)』日本図 書 セ ン ター,1997年所収)
に よ る。
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以て配当する」 こととした25。なお定款の作成は通常創立認可を受けた後で
あるが,「再び会議 を開かざるを得 ざる」為,大 蔵省か ら参考として回付さ
れた雛形(農 工銀行定款参考案)を もとに作成 された。10日の委員会で定
款認可申請書が調印され,12日に大蔵大臣に申請書が提出され,30日に大
蔵大臣より定款の認可を受けた26。
10月25日,委員会での決定に従って 「新潟新聞」をはじめ県下の各新聞
に株主募集広告が掲載された。募集範囲は,「新潟県内の各市町村並に新潟
県内に原籍及住所を有するもの」に限定され,申 込期限は 「明治三十一年
十一・月一日より同年十二月二十日までの五十日間」,申込方法は,「株式申込
人は一株に付証拠金弐円の割合を以て申込株数に該当する金額を設立委員長
床次竹二郎宛の郵便為替券又は設立委員長床次竹二郎指図払の左に指定 した
る各銀行(県下の全銀行一引用者)の 預り金手形を申込書に添へ当事務所に
差 し出さるべし」 とされた27。
設立委員会では,年 内に株主募集を終えたうえで準備を整え,「遅 くとも
明年一月には開業 し得可 し」 という計画であったが,株 主募集は関係者の予
想を超えて難航 した。設立委員会の開催 とほぼ時を同じくして,9月6日～
7日にかけて新潟県下は再び大規模 な水害に見舞われた28。県下は 「両三年
以来水轟害ヲ被 リタル疲弊未タ癒ヘサル」状態であり,「会社熱流行ノ渦中
二陥 リタルニ懲 リ株式組織モノ トシ云ヘハ玉石之 ヲ混視シテ嫌悪スルノ傾」
があり株式の募集 は困難を極めた。設立委員会や県が株式募集に奔走 したが
期限日である12月20日までに満額 に至 らなかった。12月26日に1899年1
月25日まで1ヶ 月期限を延期 したが,そ れで も集 まらず最終的に 「募集期
限ヲ無期」 として,よ うや く1899年4月に至って満額に到達 した29。
1899年末の株主の状況をみると,前述のように最大株主は,15,000株を
引受けた新潟県(知 事名義)で あった。株主は県全域に分布 してお り,清水
門吉(南蒲原郡)の1,000株を筆頭に市島徳次郎(北 蒲原郡),市川ムロ(南
蒲原郡),多額納税者であった佐藤伊左衛門(北 蒲原郡)30などの蒲原平野の
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大地主や鍵冨三作(新 潟市)な どの有力商人などが大株主 となった(第2表)
(第3表)。
(第2表)株主分布
1899年末 1910年末 1919年末
株数 人数 株数 人数 株数 人数
新潟県知事 15,000 1 15,000 1 15,000 1
新潟市 2,719 87 4,103 93 4,976 111
北蒲原郡 ... 240 5,603 195 5,554 182
中蒲原郡 1,214 125 2,825 119 3,375 119
西蒲原郡 2,466 509 3,367 :・ 3,121 243
南蒲原郡 3,277 224 3,580 145 3,454 115
東蒲原郡 86 20 157 12 15 6
三島郡 1,926 664 2,213 212 2,126 198
古志郡 3,249 611 2,112 243 2,153 217
うち長岡市 一 一 984 43 1,192 46
北魚沼郡 ・.・ 181 :1: 72 771 66
南魚沼郡 939 56 441 28 480 28
中魚沼郡 751 390 399 114 406 97
刈羽郡 2,114 671 1,616 259 1,064 176
東頸城郡 757 231 609 78 551 59
中頸城郡 4,660 297 2,730 171 2,189 119
うち高田市 一 一 一 一 254 12
西頸城郡 1,539 859 500 130 464 107
岩船郡 1,670 196 1,958 122 1,515 96
佐渡郡 2,674 841 1,939 217 1,619 97
県外 5 1 40 4 1,167 12
合計 50,000 6,204 50,000 2,501 50,000 2,121
出所:新潟県農工銀行 『営業報告書』各期。
注:比較のために長岡市 ・高田市はそれぞれ旧所属の郡に合計した。
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(第3表)新潟県農工銀行有力株主(上位10名)
1899年末 1909年末 1919年末
南蒲原郡 清水門吉 i,000新潟市 鍵冨三作 1,101新潟市 鍵冨三作 1,680
北蒲原郡 市島徳次郎 600南蒲原郡 清水門吉 1,000中蒲原郡 吉田久平 1,002
南蒲原郡 市川 ム ロ 500北蒲原郡 斎藤彦太郎 755南蒲原郡 清水門吉 1,000
新潟市 鍵冨三作 300中蒲原郡 吉田久平 569北蒲原郡 斎藤彦太郎 755
北蒲原郡 佐藤伊左衛門 300北蒲原郡 真嶋桂次郎 535北蒲原郡 真嶋桂次郎 558
中頸城郡 笠原恵 300西蒲原郡 山田助作 511西蒲原郡 山田助作 551
中頸城郡 保坂潤治 300南蒲原郡 市川只次 500北蒲原郡 原藤衛 517
新潟市 八木朋直 250北蒲原郡 中野 リユ 402南蒲原郡 市川辰雄 500
北蒲原郡 真嶋桂次郎 250北蒲原郡 市島徳次郎 400北蒲原郡 市島徳厚 400
北蒲原郡 斎藤美誠 250刈羽郡 山口達太郎 300新潟市 山際操 320
出所:新潟県農工銀行 『営業報告書』各期。
注:左から住所,氏 名,所有株式数。最大株主は一貫して新潟県知事(15,000株)。太字は
農工銀行役員。
(2)新潟県農工銀行の設立
1899年5月21日,創業総会が新潟県会議事堂で開かれた。設立委員長に
より設立に関する事務報告の後,定 款の変更が議決 され,役 員選挙が実施さ
れた31。役員の選任については,「定款」において以下のように定められて
いた32。
第20条 当銀行二取締役七名監査役五名ヲ置ク
第21条 取締役ハ株主総会二於テ五十株以上 ヲ所有スル株主中ヨリ選挙
スルモノ トス其任期ハ三箇年 トシ満期二至 リ再選スルコトヲ得
第22条 監査役ハ株主総会二於テ参拾株以上 ヲ所有スル株主中ヨリ之 ヲ
選挙スルモノ トス其任期バー箇年 トシ満期二至 リ再選スルコトヲ得
この規定に従 って,取 締役には鈴木長蔵(新 潟市),市島徳次郎(北 蒲原
郡),本間新作(中 蒲原郡),山口権三郎(刈 羽郡),吉川庄蔵(古 志郡),佐
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藤伊助(岩 船郡),山田平太郎(西 蒲原郡)33の7名が選出され,監 査役には
岡村貢(南 魚沼郡),本山健治(東 頸城郡),佐藤宗弥(南 蒲原郡),後藤五
郎右衛門(佐渡郡),上野貞輝(中 頸城郡)の5名 が選出された(別 表1)34。
6月3日,取締役の互選により5月末で新潟市長を辞職 した鈴木長蔵が初代
頭取に就任 した35。
以上の過程を経て新潟農銀 は,6月13日に大蔵大臣か ら営業免許が交付
され,同 年9月20日に徳島県の阿波農工銀行に次いで二番 目に遅い45番目
の農工銀行として営業 を開始 した36。
2創 業後 の停滞期(1899-1909年)
新潟農銀の貸付金の推移をみよう(第1図)。創業時か ら徐 々に増加はみ
られるものの,1910年頃までは100万円以下でほぼ横ばいであった。後の
勧銀の調査によれば,創業時代の新潟農銀は,経営方針が消極的だったこと
(第1図)貸付金の推移
出所:(別 表3)よ り作成 。
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により 「業務 は遅々として発展せず全 く静止の状態」であったという37。以
下では,まず 「農工銀行法」に則して農銀の業務を確認した後で創業期の貸
付金の内訳をみる。
(1)農工銀行の業務の概要
施行時の 「農工銀行法」によれば,農 銀は,「農業工業ノ改良発達ノ為資
本 ヲ貸付スルヲ以テ目的 トスル株式会社」 とされ(第1条),そ の事業につ
いては以下のように規定された(第6条)。
① 年賦償還貸付(「三十箇年以内二於テ年賦償還ノ方法二依 リ不動産 ヲ抵
当 トシテ貸付ヲ為スコト」)
② 定期償還貸付(「年賦償還貸付 ノ五分ノー二相当スル金額 ヲ限リ不動産
ヲ抵当 トシテ五箇年以内ノ定期償還貸付ヲ為スコト」)
③ 無担保公共貸付(「市町村又ハ法律 ヲ以テ組織セル公共団体二対シ無抵
当ニテ本条第一号第二号ノ貸付 ヲ為スコ ト」)
④ 二十人連帯貸付(「二十人以上ノ農業者又ハ工業者申合セ連帯責任 ヲ以
テ借用 ヲ申出テタル トキハ其ノ信用ノ確実ナルモノニ限リ五箇年以内二於
テ定期償還ノ方法二依 リ無抵当貸付 ヲ為スコト」)
そして貸付目的については,① 開墾,排水,灌概及耕地土地の改良,② 耕
作道路の築造又は改良,③ 殖林事業,④ 種苗,肥 料その他農工業用原料の
購入,⑤ 農工業用の器具,機械,舟 車,獣畜の購入,⑥ 農工業用建物の築造
又は改良,⑦ 前各項の他の農工業の改良,と いった農工業の長期資金 に限
定された(第7条)38。
融資対象が長期のため,資 金調達も対応 して長期性のものに限定された。
預金は定期預金のみであ り(「農工銀行ハ定期預 リ金ヲ為シ又ハ地金銀有価
証券ノ保護預 リヲ為スコトヲ得」(第22条)),これに加えて農工債券の発行
が認められた(「農工銀行ハ資本金四分 ノー以上 ノ払込アリタル トキハ払込
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金額 ノ五倍ヲ限リ農工債券 ヲ発行スルコトヲ得但シ年賦償還貸付金総額 ヲ超
過スルコトヲ得ス」(第26条))39。
また,農銀は府県の金庫業務 を委託されることが多かったので,公 金預金
について関説 してお く。府県の公金取扱に関 しては1900年までは各府県の
規則で定められていた。1900年に前年の 「府県制」の全面改正を受けて,「府
県制郡制二依 ル費目流用並財務二関スル件」(1900年3月内務省令第7号)
が公布された。そのなかで 「府県二属スル現金ノ出納保管ノ為府県金庫 ヲ置」
くこととされ(第18条),「金庫事務ノ取扱 ヲ為サシムヘキ銀行ハ府県知事
之 ヲ定ム」とされた(第20条)。各府県では国立銀行 ・普通銀行に金庫業務
を委託 してきたが,「農工銀行設立以来府県 ト同行 ノ関係密接ナルヨリ之力
取扱 ノ事務 ヲ委ネン ト欲シ農工銀行二於テモ亦之力取扱二当ランコトヲ希望
シ」たため双方の利害が一致 し,多 くの府県で農銀に金庫業務を委託するよ
うにな り,1903年6月時点では全国46行中32行が府県の金庫業務を委託さ
れていた40。後述するように預かった公金の一部は県との契約によ り運用が
許 されたので,農銀にとっては安定 した資金源になった。
(2)創業期の資金調達 と貸付業務
以上を踏まえて創業期の資金調達をみよう(別 表3)。定期預金 はご く僅
かであ り,1908年までは10,000円以下を推移 していた。新潟県の本金庫
業務は三井組,第 四銀行を経て,1902年4月より新潟農銀に委託 された41。
1913年時点での 「新潟県金庫事務取扱契約書」に よれば,新 潟農銀 は 「県
金庫保管現金 ノ十分ノ五以内ノ運用 ヲ許」され,「利子 トシテ年額弐萬円 ヲ
其年九月及翌年三月ノ両期二納付スルモノ」 とされた。運用分は定期預金 と
して経理 していたと考えられる42。そして農工債券 も他の多 くの地方所在農
銀 と同じく発行することができなかった。っまり,創業から約10年間はご
く僅かな預金 と自己資本の範囲内で業務をおこなうほかなかったのである。
次に貸付金の内訳をみよう。貸付金の太宗をなすのは年賦貸付金である
(第4表・第5表)。上述のように年賦貸付金は農工業者に対する不動産抵当
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出所:新 潟県農工銀行 『営業報 告書』各期。
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貸付 と無担保貸付に大別 される。1899年下期は,開 業後間 もないこともあ
り,農銀の業務の周知が不徹底であ り農工業者か らの貸付申込みがほとんど
なかった43。そのため公共団体への無担保貸付の比重が高いが,1900年以
降は農工業者への有担保貸付が7割～8割 を占めてお り,その過半は農業者
への貸付である(第2図)。貸付金の使途は,開 墾 ・排水が最 も大 きな比率
を占めてお り,農業改良 ・植林が これに次ぎ,1902年か らは旧債償還(旧
債の借換)も 増加 している。
工業者 ・工業会社への貸付は開業から2年目か ら増加 し始め,あ わせて2
(第5表)年賦貸付金内訳(使途別)
単位 二円
農業
年末 開墾排水 灘 ノ劉 殖林1蟹 騨1幣1建 難 造 農業改良ll日債腿1小 計
1900年zi7,00s 一 27,635 一 一 一 25,995 一 270,638
1901年269,73335,50450,998 一 5,119 一 51,112 一 412,416
1902年 310,139 62,03531,189 一 7,308 一 44,44T 52,861507,979
1903年 327,085 31,407 34,843 za,ioi 7,255 9,174 106,619 72,000 616,484
1904年 533,990 z,000 20,22且 34,646 11,281 6,770 一 87,377 695,785
1905年 504,369 1,865 33,04521,787 6,709 12,772 72,901 90,979 744,427
1906年 532,847・.:.: 61,409 一 5,988 18,184 59,542 80,95380b,791
1907年 533,950 1,560 34,03524,367 7,078 16,872 66,448 72,900757,210
1908年 509,944 12,125 78,145 5.463 13,984 17,320 50,917 68,215 766,113
1909年 512,36620,215101,73546,369zo,aio 一 18,622 75,483795,200
1910年 592,4521,258 56,85770,872 172 一 158,7且3 88,094 968,418
工業(水 産業)
年末 原料購入1器畿 他 建物築造其他 工業改良 旧債償還 水産i小 言+
合計
1900年 18,802 一 一 一 一 一 is,soa289,440
1901年 84,673 一 一 24,51`L 一 一 109,185521,610
1902年 一 2,700 66,372 一 49,827 一 118,899626,88b
1903年 一 2,566 46,69548,222 2且,038 一 118,521738,279
1904年 一 一 95,645 一 36,648 一 132,293828,078
1905年 3,752 8,480 96,785 一 29,937 一 138,954883,381
1906年 一 3,600 ;,,,, 12,554 15,955 一 121,758927,b49
且907年 一 4,772 50,996 27,247 13,542 一 96,5b7863,76T
1908年 一 4,000 107,217 ;.. 8,280 一 128,436894,549
1909年 一 8,330107,802 一 7,7且0 一 123,842919,042
1910年 一 7,662 41,251 6'1,132 13,968 1,736 126,7491,09b,167
出所:『銀行局年報』各年版。
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(第2図)年賦貸付金借主構成
出所:第4表
割程度を占めている。工業向けの貸付金は,1口当た りの金額でみれば農業
向けの貸付金よりも大きい。使途別にみれば建物の建造費用が最大の比率を
占め,旧債償還,器具購入費などがこれに次 ぐ。たとえば1907年下期の 『営
業報告書』から貸付対象の判明するものをみれば,製油業(計3口,19,500円,
工場新築21棟・器械器具80,257点),醤油製造(計1口,2,900円,工場新
築6棟 ・器械器具1,037点),味噌製造(計1口,8,700円,工場8棟 ・器械
器具2,249点),瓦製造(計1口,1,000円,建物5棟 ・工場敷地買入2反9
畝ll歩)である44。
無担保貸付の中で比率が高いのは当初は公共団体であるが,1903年下期
より耕地整理が登場 し,徐々に増え始め1910年には2割程度を占めるに至っ
ている。上述のように,当初無担保貸付は公共貸付と二十名連帯貸付のみで
あったが,1903年より耕地整理が年賦貸付の対象 となった。耕地整理 とは,
形が不統一で,多 くは湿田状態にある既存の水田を区画整理 し,乾 田化 し,
・: 14
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用水 ・排水を良好に し,農道を整備する目的で行われる土地改良のことであ
る45。1899年3月の「耕地整理法」(1899年3月22日法律第82号)に基づいて,
土地所有者の採算において共同で事業を実施することにな り,「農工銀行法」
も併せて改正され,耕 地整理が定期貸付の対象となった(1900年3月9日法
律第40号)。その後,「耕地整理法」の改正に伴い,1902年3月の改正を経
て,1903年6月の改正で耕地整理事業に資金を供給 し易 くするために定期貸
付に加えて年賦貸付が新たに認められた(1903年6月法律第10号)。そして
1909年3月の 「耕地整理法」の全面改正(1909年4月13日法律第30号)で
公法人 としての性格を持つ耕地整理組合が認められた ことに伴い,「農工銀
行法」 も同時に改正 され,「耕地整理法二依 リ耕地整理 ヲ執行スル場合二於
テ耕地整理組合ヨリ借用 ヲ申出タル トキ又ハ共同施行者力連帯責任 ヲ以テ借
用 ヲ申出タル トキハ無抵当ニテ本条第一号、第二号ノ貸付(=年 賦貸付,定
期貸付一引用者)ヲ 為スコ ト」 となった(1909年4月13日法律第33号)46。
勧農両行の 「唇歯輔車」の関係 を論 じる際に最大の論点 となるのは農銀
の資金難 を解消するために1900年3月の 「農工銀行法」改正によ り実施さ
れることとなった代理貸付である(1900年3月10日法律第40号)47。代理
貸付 とは,農銀が 「日本勧業銀行二対シ債務者ノ為二債務 ノ保証 ヲ為スコト
ヲ得」る制度である(第24条)。農銀は勧銀の代理 として自らの責任 と費用
で調査,貸 付,管 理,取 立の業務を代行 し,勧銀に対 しては債務者のために
保証人 となるというものであった。勧銀にとっては貸付のコス トを低減させ
ることができ,農銀にとっては資金が不足 しているなか勧銀から代理貸付手
数料が支払われ るので双方にとってメ リットがあった。1901年に静岡,宮
城農銀が勧銀 と契約 したのを皮切 りに,1903年には33行,1910年には46
農銀すべてが代理貸付を実施 し,資金難のなかで自行貸付を越える代理貸付
をおこなう農銀 も発生 した48。新潟農銀は,1906年7月13日に勧銀 との間
で代理貸付契約 を結んだ49。初年度の代理貸付額は40,500円で貸付金総額
の4%程度であった。 その後漸増 していくが1910年時点で も14%程度にと
15 .・
どまった(別 表3)。
以上で確認 したように創業期の新潟農銀は,勧 銀の代理貸付にはほとんど
依存せず,「全 く静止ノ状態」 と評されたように自己資本の範囲内で農業関
係の長期資金の融資を細々と行っていた。節を改めて1910年以降の新潟農
銀の展開をみよう。
3農 工債券の発行開始 と業務の発展(1910-1918年)
1910年代に入 ると新潟農銀の貸付金は急激に拡大 した(前 掲第1図)。こ
れを可能に したのは農工債券の発行による資金調達難の解消である。全国
46農銀の貸付金残高は,1909年の4033万円か ら1912年の1億790万円へ
と2倍以上に増加 した。日露戦後の 「金利革命」 と呼ばれる金利の低落によ
り多 くの農銀で債券発行に踏み切 り,1909年の412万円だった発行残高は,
1912年には14.2倍の5884万円となった50。以下では,ま ず 「農工銀行法」
の改正 と新潟農銀 の業務体制の変容について確認 したあとで,農 工債券の発
行 と貸付金の内訳をみる。
(1)1910年・1911年の 「農工銀行法」の改正
この間の主要 な制度改正を確認 しよう。1910年4月の 「農工銀行法」改
正で,預 金業務 が拡張された(1910年4月4日法律第36号)。産業組合の余
裕金を預金 として受け入れるために定期預金以外の預金の取扱が可能になっ
た(第22条)。但書で 「定期預 リ金以外ノ預リ金ノ総額ハ払込資本金額 ヲ超
過スルコ トヲ得 ス」 という制限が設 けられ,余 裕金に関 して規定 した第23
条で 「預 リ金四分 ノー以上ハ国債証券若ハ大蔵大臣ノ許可 ヲ受ケタル有価証
券ヲ買入 レ又ハ大蔵省預金部若ハ大蔵大臣ノ認可 ヲ受ケタル銀行二預入ルル
コト」 という制 限が設けられた51。
また,翌 年3月 の改正で農銀の貸付対象は大幅に拡張された。(1911年3
月24日法律第27号)。すでに一部の農銀で行われていた目的外貸付を追認
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するかたちで第1条か ら 「農業工業ノ改良発達ノ為資本 ヲ貸付スルヲ以テ目
的 トスル」 という文言が削除され,貸 付 目的制限が撤廃された。そして,第
6条に 「工場財団及工場二属スル敷地又ハ建物 ヲ除 クノ外市制施行地及勅令
ヲ以テ指定スル市街地二存在スル宅地又ハ建物 ヲ抵当 トスル貸付金額ハ払
込資本金額及農工債券発行額 ノ四分ノー ヲ超過スルコトヲ得ス」 という条
項が加わ り,制限付 きではあったが市街地貸付が認められた。新潟県下で
はこの時点での市制施行地は新潟市,長 岡市(1906年4月施行)の みであ
り,1911年4月29日勅令第132号で中頸城郡高田町が市街地に指定 された
(1911年9月市制施行)。また,産 業組合,漁 業組合,森 林組合及び同連合
会に対する無抵当貸付(年 賦 ・定期)が 新たに加わった(第7条)52。
(2)新潟県農工銀行の業務体制の変容
当該期 には株主構成 ・役員構成 に大 きな変化 がみ られ る。大株 主を
みれば,創 業時に民間で第3位 であった鍵冨三作 が民間で第1位 とな り
(300→1,101),真嶋桂次郎(235→535),北蒲原郡安田町の斎藤家(第10
代美誠一第ll代彦太郎)(250→755)も大き く持株数を増や している。そ
の結果,上 位株主は蒲原平野の地主によって占められるようになった(前掲
第2表 ・第3表)。
また,1909年から10年にかけて役員の構成 も大 きく変化 している(別表
1・別表2)。1909年5月22日,設立から約10年間にわたって頭取 をっ とめ
てきた鈴木長蔵が死亡 し,同月26日の臨時取締役会において取締役の山田
平太郎が後継の頭取 となり,新潟県会計課長の山際操53が常務取締役に就任
した54。ところが翌1910年9月8日,山田平太郎が 中ノロ川の汽船沈没事故
で死亡 したため同月27日の取締役会において常務取締役山際操が頭取に就
任 した。山際は以後勧銀への合併まで12年間頭取 をつとめることになる55。
(3)農工債券の発行 と預金の増加
以上 を踏 まえて1910年以降の資金調達の動向をみよう。当該期 に特筆
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すべ きは農 工債券 の 発行 の開始 で ある。 新 潟農銀 は,「県下 二於 ケ ル農 工
業 ハ漸次改良発達 ノ機 運 二向 ヒ随 テ資金 需要者益 々増加 ノ現状 二鑑 ミ」て,
1910年9月10日,第1回 農 工債 券 発行 を発 表 した。10月10日 に募集 を締
め切 り,10月31日 に全 額払込済 とな り,ll月1日 に発行 した56。発行総額
は20万円で利率は5.5%,償還 年限は1914年1月よ り10年,応 募者内訳は,
公 共 団体65,600円,会社75,600円,個人58,800円であ った。 その後,毎
年発行 を行 った(別 表4)。
1916年2月の第13回 農工債券 までは資金需要 に応 え るた めの発行 で あっ
た。後 述す るように資金需要 が減 退 して期限前償還が増加 したの を受 けて,
1917年4月～1918年12月の 間 に6.0%の農 工債券 を5回,計146万5000
円を発行 し,第9回 ～第12回の7.5%の高利債券の償還 を行った(第3図)。
(第3図)農 工 債 券 発 行 ・償 還 高
出所:『銀行局年報』 各年版。
注:定 期預金利率 は,6月,12月の最高 ・最低値の平均。
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農工債券の引受けについて近年植田欣次が証券会社の関与について指摘 し
ている57。新潟農銀で も,1915年8月の第ll回発行に際 して,「東京朝日新
聞」に広告を出 した。取締役西脇済三郎が1910年に東京に設立した西脇銀
行,紅葉屋商会,小池合資会社,福島商会が取扱店であることを示しており,
新潟県内のみならず東京での債券の募集を行っていたことがうかがえる58。
また農工債券の発行 とほぼ時を同 じくして大幅な預金の増加がみられる
(別表4)。新潟農銀では,定 期預金の充実を図るため1909年上期より長期
定期預金の取扱いを開始 した59。1910年下期時点では,普 通定期預金金利
が6か月未満年利4.5%,6か月以上5%乃至5.3%なのに対 し,長期定期預
金は期限が最低3か年で年利5.3%,5か年で5.5%,7か年で6.0%,10か
年で6.5%に設定 されていた60。また,農 工債券の発行を円滑にするために
1912年3月より債券応募特約定期預金の取扱いを開始した61。具体的な条件
は不明であるが,定 期預金契約者が農工債券に優先的に応募できるように設
定されたもの と考えられる。
また,前述の1910年の 「農工銀行法」改正で,預 金業務が拡張されたこと
を受けて,新 潟農銀では当座預金及び特別当座預金の取 り扱いを開始 した62。
四分の一については運用の制限が設けられたが,残 りの四分の三については
特に制限が設けられなかったため農銀の貸付資金の充実に大きく貢献した。
(4)貸付金の構成
1910年代に入 り新潟農銀は資金調達難か ら解放 され,貸 付金は1912年に
200万円,1915年に400万円を超 えた。 その後1916年,17年と横 ばいで
推移 し,1919年までは漸減 していった(前 掲第1図)。この間に資金調達難
が解消されたことや,上 記の法改正を受けて,1912年に 「農村ノ資金ヲ及
ブ限リ潤沢二且ツ簡易二融通セシムル政府ノ主旨ヲ奉シ」て,大蔵大臣の認
可を得て県内各町村に借入申込所を設置 した。新潟農銀はすでに県内各地の
銀行に代理店を委託していたが,各市町村単位に窓口を設置することで農銀
資金へのアクセスは向上した63。
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償還額を上回って いる
が,16年下期か らは新
規貸付額 を超える額の
償還が起 こってい るこ
とが確認で きる。 この
間の新潟農銀の 『営業
報告書』の営業概 況に
関する記述 は以下の通
りである。
当該期の年賦貸付金の新規貸付高 ・償還高の推移を確認 しよう(第6表)。
新規貸付の発生 とともに既に貸付けられた分の償還 もおこるので,新規 〉償
還であれば残高は増加す るし,その逆であれば残高は減少する。1916年上
期までは新規貸付額が
(第6表)年賦貸付金貸付 ・償還高
「本行年賦償還貸出ノ
利便ハ漸ク普及セラ
ルル トー般金融緊縮
ノ状態 ト相持 ツテ
益々本行資金ノ需要
ヲ増加セ リ」(1913
年上期)64
「農村二於ケル起業心
ノ逐年発達セル ト ・ー
般金融緊縮 ノ状態 ト
相持ッテ益々本行資
金ノ需要 ヲ増加セ リ
殊二八月二十七 日ノ
単位:円
当期貸付高 当期 期末残高
口数 金額 償還高 口数 金額
1910年上 n.a. n.a. n.a. 1,348 1,015,867
下 154 192,561 13,2601,411 1,095,166
1911年上 247 327,430 154,6161,5631,267,979
下 ,・ 283,360120,664n.a. 1,578,225
1912年上 n.a. 253,000 127,3062,677 1,703,919
下 371 340,670 141,7642,942 1,902,825
1913年上 528 716,370 127,4533,399 2,491,741
下 527 446,250134,5763,7722,803,415
1914年上 637 534,200 155,4844,362 3,182,130
下 406 243,020143,0014,646 3,282,149
1915年上 .・. 518,433 189,7685,2673,610,815
下 411 322,752 194,4325,577 3,737,093
1916年上 599 486,440 283,6776,0243,939,856
下 240 219,475289,5026,104 :.・
1917年上 319 376,350379,5146,165 3,866,664
下 168 409,500486,9646,0713,789,200
1918年上 157 220,100361,5625,9543,647,738
下 80 172,750 419,7385,6223,400,749
1919年上 64 131,100 347,9525,345 3,183,897
下 115 463,440 309,4625,116 3,337,875
1920年上 192604,400 316,7975,081 3,625,477
下 189 575,400 241,3635,105 3,959,514
1921年上 n.a. n.a. n.a. 5,180 4,174,415
下 233729,200 292,9645,062 4,610,651
出所:新 潟 県農工 銀行 『営 業報 告書 』各 期。
注:n.a.は資料 が欠落 。
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大暴風雨ニテ水害二罹 レル北、中、南三蒲原地方ハ耕作路悪水路破壊 ノ
復旧、田畑荒地ノ復旧、種籾購入等二要スル資金ノ需要者十月以後激増
セル」(1913年下期)65
「農村二於ケル資金ノ需要ハ前期以来引続キ益々増加セ リ殊二昨年 ノ水害、
凶作地方二在 リテハ町村及 ヒ個人ヨリ耕作資金ノ請求頗ル多額二上レル
ノミナラス耕地整理、灌概、排水、土地改良等ノ諸事業二要スル資金需
要亦著シク増加セル」(1914年上期)66
「農村二於ケル資金 ノ需要ハ前期以来引続 キ増加セルニ県下 ノ金融ハ米価
暴落、時局ノ影響 ヲ受ケ緊縮セル為メ本期半バ以後一層借入請求激増セ
ル」(1914年下期)67
「県下 ノ金融ハ前期以来引続キ米価暴落 ノ影響 ヲ受ケ依然緊縮 ノ状態二
在 リ随 ツテ農村二於ケル資金ノ需要バー層急 ヲ告ケ借入請求増加セル」
(1915年上期)68
「連年ノ米価 ノ低落ハ痛 ク農村ノ起業心 ヲ沮喪シ其ノ影響ハ本期二入リ著
シク本行 ノ資金需要ノ上二現ハ レ新規借入申込 ノ減退セル ト本期二入リ
期限前ノ償還増加セル」(1916年上期)69
「連年米価 ノ低落ノ為メ農村ノ起業心 ヲ沮セシメシ トー般財界資金 ノ充溢
トハ前半期二引続キ本行資金需要 ノ上二及ホシ新規借入申込増加セス期
限前償還ハ前期二比シ稽減退セシモ侃ホ其 ノ趨勢 ヲ止メサル…」(1916
年下期)70
「連年 ノ米価ノ低落二伴 ヒ農村起業心 ノ沮喪 トー般財界資金 ノ充溢 トハ前
期以来依然持続シ五月中旬 ヨリ依然米価昂騰シ幾分農村 ノ頽勢挽回ノ兆
候ナキニアラサルモ未タ当行資金需要ノ上二現ハルルニ至 ラス」(1917
年上期)71
「前期以来米価ノ昂騰及養蚕 ノ収益増加バー般農村ノ頽勢挽回セシモ未タ
大二起業心ヲ喚起スルニ至 ラス又一方期限前償還ハ前期二引続キ米価暴
落 ノ苦キ経験二鑑 ミ米価 ノ騰貴二際シ先 ッ負債 ヲ整理セン トスル堅実方
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向二由ルモノ多キカ如シ」
(1917年下期)72
「前期末以来金融ノ大勢ハ稽
引締 リノ傾向ナキニアラサ
ルモ米価 ノ騰貴二由リ県下
ノ財界ハ資金潤沢ナル…」
(1918年上期)73
以上の記述から判明するよ
うに1915年まで は凶作,水
害,米 価の低落を受 けて資金
需要が大 き く新規貸付金が伸
びたが,1916年上期か ら期限
前償還が増加 しはじめ,1917
年に米価が高騰す ると期限前
償還が加速 しはじめた74。
当該期の年賦貸付金の借手
の内訳 をみよう(第7表)。前
述の 「農工銀行法」の改正に
よる貸付目的制限の撤廃 に伴
い 「商業者」,「その他」 とい
う新 しい項 目が登場 している。
貸付 目的制限撤廃後 も新潟農
銀の貸付金の7割以上は農業
者が 占めており,商 業者,そ
の他はごく僅かである。次に,
有抵当貸付の対前年増加率を
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み よう(第8表)。上述のよう
に1916年以降 は,農 業 者 の
期限前償還が増加 したため前
年 を下回 るようになった。一
方で,農 業者以外への貸付は
第一次大戦の好景気 を受 けて
増加 している。渋谷隆一 によ
れば農業金融は商工業金融 と
は対照的な需給構造 を持って
お り,不況期に資金需要が増
大 し,好況期には逆に減退 し,
(第8表)年賦貸付金(有抵当)対前年増加率
農業者 工業者 商業者 その他 合計
1911-12年125.5%90.8%447.9%392.8%124.896
1912-13年153.0%101.1%111.2%106.090148.5%
1913-14年128.3%85.29685.59691.5%125.6%
1914-15年120.5%77.0%93.5%103.2%118.9%
1915-16年106.8%93.9%125.7%71.996106.4%
1916-17年 99.4%126.6%112.4%107.5%100.0%
1917-18年 89.6%120.8%215.5%186.0%91.6%
1918-19年 89.0%104.696402.7%625.2%99.4%
1919-20年iio.o%229.596184.3%156.2%121.3%
1920-21年115.5%106.6%117.7%139.2%116.8%
出所:第7表
年賦貸付金の大量の期限前償還がおこり,それ故第一次大戦の好況期には農
銀の貸付金は停滞するという75。新潟農銀は国内最大の米穀産地を営業基盤
とし創業以来農業金融に注力 してお り,こうした特徴があらわれている。
上述の市街地貸付は 「その他」に含まれるが,抵 当物件内訳か らその内容
をみ よう(第9表)。1911年,1916年の市街地の宅地 ・建物を抵当とする
(第9表)年賦貸付金抵当物件内訳
1911年 1916年 1921年
貸付口数 員数 現貸付高 貸付口数 員数 現貸付高 貸付口数 員数 現貸付高
市街地宅地 92 194 534
36 37,109 58 72,229 207 756,417
市街地建物 50 54 250
田 71,758 135,825 110,694
畑 14,292 26,445 19,058
山林 1,743 2,816 2,214
原野 z,ssz 1691,512,8845,965 3763,393,9964,798 2493,447,119
宅地 1,449 2,491 1,937
雑種地 12 452 468
建物 is 27 83
工場敷地 63 一 一 一 1 4 16,671
3 39,447
工場建物 29 一 一 一 一 一 一
合計 2,901 1,589,4416,023 3,466,2265,006 4,220,208
出所:新潟県農工銀行 『営業報告書』各期。
注:建物の単位は棟,その他は筆。
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貸付は抵当付の年賦貸付金の2%程度に過ぎなかった。1911年下期の 『営
業報告書』によれば,「一般 ノ土地其他ノ不動産二対シ融通 ヲ与ヒ其 ノ価格
信用 ヲ高メン トスルハ勿論」であるが,「本行ハ最モ農村ノ事業及高利 ノ旧
債借替資金二重 ヲ置」 くという貸付姿勢が表明 されている76。また,後 の調
査によれば,新 潟農銀 は,「市街地貸付 ヲ手控工田畑 ヲ主 トシテ貸付ケテ」
おり,一方で,「県下ノ不動産金融ノ需要ハナカナカ多額二上」っていたので,
「郡部ノ普通銀行ハ大概不動産金融ヲ主眼 トシ石地宮川両銀行 ノ如キハ農工
銀行ガ市街地二余 リ金 ヲ出サナイモノデスカラ市街地 ノ不動産二大分貸付ケ
テ居」た という77。
以上で確認 したように,農工債券の発行により新潟農銀の活動は大幅に拡
大 した。貸付目的制限が撤廃 されても商業者や市街地貸付に傾斜することは
なく,基本的に農業金融に注力していた といえよう。節を改めて,第 一次大
戦後から勧銀 との合併 までの動 きを確認 しよう。
4第 一次大戦 後 か ら日本勧業銀行 との合併へ(1919-1922年)
1918年ll月に第 一次大戦が休戦 とな り,一 時休 戦反動が生 じたが,
1919年春か ら熱狂的 ブームが起こった。1920年に入って投機熱,企 業熱は
さらに過熱 したが,2月 には金融逼迫の度合いが急速に高 まり,3月15日の
東京株式市場での株価暴落を契機に戦後恐慌に突入 した78。新潟県下では,
大戦中好景気に沸いていた織物業や金物業な どが大打撃を受け,4月には新
潟市の新潟貯蓄銀行,鍵 三銀行が取 り付けにあった79。
上述のように第一次大戦中の好況期に期限前償還の増加に伴い一時貸付金
の停滞が見られたが,1919年より再び増加に転 じ,1922年の勧銀 との合併
まで右肩上が りで増加 した(前 掲第1図)。以下では,第一次大戦後の貸付
金の急増について確認 したあとで,勧銀 との合併の過程および勧銀新潟支店
の概要をみる。
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(1)第一次大戦後の貸付金の急増
1919年上期までは前述のように期限前償還が新規貸出を上回っていたが,
1919年の下期には,「金融ハ前期以来引締 リノ傾向ニテ今期半ハ ヨリー層
緊縮 ノ状勢ヲ示セ リ之力為メ数年引続 キタル期限前償還ハ之迄二比シ減少」
し,「借入申込増加シ当行資金ノ需要漸次現」われ,6期ぶ りに新規貸付金
が償還高を上回った80。そして,1920年上期には,L般 金融ハ前期以来引
続キ緊縮 ノ状態ニテ今期半ハ ヨリ諸株式暴落等財界ノ変動二依 リー層其度ヲ
高ムルニ至 リ為メニ借入申込ハ前期二比シ著シク増加」し81,その後1921
年 にかけてさらに新規貸付は増加 して言った(前 掲第6表)。こうした資金
需要に応えるために,1919年ll月に農工債券計22万円を発行した(第18
回,第19回)82。その後も貸付資金の充実をはか るため,1920年4月に計8
万円(第20回,第21回),1920年9月,ll月に計38万円(第22回,第23
回),1921年ll月に50万円(第24回),1922年5月に30万円(第25回)
を発行 した(前 掲別表4)。また,債 券発行特約定期預金の吸収によ り預金
も大幅に増加 した(前 掲別表3)83。
当該期の年賦貸付金の借主別内訳をみよう。構成比でみれば依然 として
圧倒的に農業者の比率が高 く,1919年以降も増加 している。 また戦後 の
熱狂的ブームを受けて1918-19年にかけて商業者,そ の他への貸付が急増
し,そ の結果貸付金に占める割合が上昇 した。1920年の戦後恐慌 を挟む
1919-20年には工業者への貸付金の増加が顕著で ある。借手の詳細 は不明
であるが,前 述のような大打撃 を受けた織物業者などへの救済的な融資が含
まれていると考えられる(前掲第7表 ・第8表 ・第9表)
(2)日本勧業銀行との合併へ
農銀 と勧銀の合併問題 は日露戦後か ら度々議論 されてきたが,1920年の
戦恐慌を経て懸案だった勧農合併論が再燃 した84。1918年9月に大蔵大臣
に就任 した高橋是清は銀行合併推進派であり,1920年ll月の全国農工銀行
25 79
大会での演説のなかで,多 くの農銀が 「設立の本旨」か ら外れて,農 工業へ
の貸付よりも市街地貸付に注力するようになっている点を批判 した。 こう
した蔵相の意向に沿って勧農合併 に関する法律の準備が進展 していった85。
1921年3月2日,勧農合併に関する法律案は第44帝国議会に提出され,審
議の結果,4月22日,「日本勧業銀行及農工銀行ノ合併二関スル法律」(1921
年4月22日法律第80号)が成立 ・公布 され,5月12日施行された。同法は
全5条からなり,内容は以下の通 りである86。
① 農銀の中で勧銀に合併することを希望するものは任意に勧銀 と協議 し
て合併することができる(第1条)
② 合併に伴って商法の適用な どについても例外を認め,そ の合併を容易
ならしめること(第3条 ・第4条),特に合併 した農銀の債券を勧業債
券と認めること(第2条)。
③ 勧銀は旧農銀の本支店所在地に支店を設けなければならない(第5条)。
これまでも合併論が浮上する度に全国46農銀の態度はまちまちであった。
1921年1月の法案の内示の段階で,全 国農工銀行同盟会西部会(九 州 ・四
国の12行)は法案 に賛成であ り,中部会(大 阪農銀をはじめとする静岡以
西の18行)は京都農銀を除いて強硬 に反対 し,東部会(東 京農銀 をはじめ
とする16行)は態度不徹底で賛否を保留 していた87。
合併法施行後,7月1日 に山梨農銀 と佐賀県農銀を皮切 りに年内にll農銀
が勧銀 と合併契約を締結 した。 うち8行が法案段階で賛成の姿勢を示 してい
た西部会所属農銀で あった。新潟農銀はすでにみたように1910年以降は農
工債券の発行 も順調であ り,貸付 も堅調な伸びを示 しており経営は順調で
あった。それ故,合 併後の調査によれば,「山際頭取モ熱心二行務 ヲ見銀行
ノ成績モ順調ナノデ銀行当事者ニハ合併 ノ意思ハ毛頭ナカッタ」 という88。
ところが,「政府ノ方針 ヲ実行スルニ忠実ナル人」であった当時の新潟県知
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事太田政弘89が「農工銀行力自己ノ営利ノミヲ主眼 トシテ余 リ手広 ク貸付二
努メナ」かったことと既に前年に勧銀 と合併 した 「地方ノ金利ノ低下シタノ
ニ着眼シテ農工銀行二合併 ヲ懲懸」 したgo。これに対 して農銀の重役陣は反
対 したが,頭 取山際操は元新潟県会計課長であり,「年来ノ県庁 ノ大ナル保
護 ヲ受ケテ居ル関係モアリ労々県庁ノ意思二背ク訳ニモ行カズ遂二合併」に
至った という9且。合併時の新潟農銀 と新潟県の資金的関係をみれば,開業後
一度 も増資を実施 しなかったため公称資本金の府県引受率が30%のまま(秋
田県33.2%に次いで2位92)であった。また,新潟県か らは金庫業務を委託
されており,農工債券 も公共団体(県 ・市町村)の 引受の比率が高かった。
このように資金調達を県に大 きく依存 してお り,県知事の方針に従って合併
せ ざるを得なかった と考えられ る。
勧銀 との間の交渉の経過は資料的には明 らかでないが,お そら く1922
年の春頃 まで には まとまった もの と思われ る。1922年5月9から15日ま
で勧銀調査課長佐伯貴範,調 査役兼検査役宮沢源吉,書 記影山海一の三名
が合併準備のため新潟農銀の調査を実施 した。調査は,① 営業の概況 と将
来,② 合併条件に関する意見,③ 新潟県の概況,④ 沿革,⑤ 重役及び行員,
⑥ 資産 ・負債の状況 ⑦将来における収支計算,の7項 目について実施さ
れ,『新潟県農工銀行調査報告』 として纏められ,6月 に勧銀総裁志村源太
郎に提出された(調 査報告に添付された4月末の貸借対照表は(第10表)を
参照)93。
合併の際に問題 となるのはその条件である。当時の勧銀の方針は,「勧農
両行ノ純資産及純収益歩合 ヲ比較較量シ、且将来ノ収益状況ヲ勘酌シテ勧銀
経営二動揺 ヲ来サザル範囲二於テ、交付株式額其他合併条件 ヲ定ムルコト」
とし,資産 ・営業状態 ・将来の見通 しの三要素を総合 して合併条件を算定し
た94。『調査報告』によれば,山 際頭取就任後は,「営業成績良好二趣キ爾来
収益ノ増加二伴ヒ専ラ内部資産ノ充実二努力セシカバ現在資本金百万円二対
シ積立金及繰越金ハ百拾弐万五千九百余円ノ多額二達シ又最近五期間二於ケ
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(第10表)貸借対照表(1922年4月30日)
資産 負債 ・資本
債権勘定 株主勘定
年賦貸付
定期貸付
代理貸付
割引手形
繰替貸
当座預ヶ金
郵便振替貯金
国債
地方債
株式 ・社債
4,788,011
711,390
1,155,928
38,700
2,000
2,047,000
2,066
952,881
127,531
22,575
資本金
損失補填準備金
配当平均準備金
特別積立金
後期繰越金
配当金
前期繰越金
1,000,000
659,000
178,000
150,000
138,975
9,631
138,974
債務勘定
農工債券現在高
定期預金
当座預金
公金預金
代理貸付保証
3,638,100
1,377,797
760,479
480,000
1,155,928
代理店勘定
諸支払基金 8,832
所有物勘定
営業用地所家屋
営業用金庫 ・什器
4,000
1,154
日本勧業銀行勘定
貸付基金
諸支払基金
取立金
20,800
1,064
2,470
未決算勘定
借払金 5,946
金銀勘定 未決算勘定
現金 4,326借受金 .,1 .
損益勘定
損益金 216,079
合計 9,872,344合計 9,872,344
出所:日本勧業銀行 『新潟県農工銀行調査報告』(1922年6月)。
注:1円以下切捨のため合計額は一致しない。
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ル純益割合ハ資本金二対シニ割二分 ヲ示シ」てお り,「現在ノ営業状態ハ特
二良好ナルノミナラズ将来モ尚資金ノ吸収及放出両方面二於テ発展ノ余地大
ナリト認メラル」 と評価 している95。こうした経営状態の良さは合併条件に
も反映された。交付株式については,資本金100万円と同額の勧銀株式が交
付された(第 一次合併行19行中10行が資本金 と同額。その他9行は資本金
の85～95%の額)。そして株主に対 し持株に比例 して交付される株式交付
金42万円(19行中7行のみ交付)で あり,行員に対する退職金その他に充
当する解散費用は13万円であった。新潟農銀の合併条件は,福岡農銀,防
長農銀 と並んで第一次合併行中で最も良好なものであった96。
(3)日本勧業銀行新潟支店の発足
以上の過程を経て1922年6月12日,新潟農銀 は勧銀 と合併契約を結び,
9月18日に日本勧業銀行新潟支店が発足 した97。初代支店長として勧銀本店
割引課長の藤田軍太が着任 した98。支店員24名は新潟農銀の元行員を引き
継ぎ,1908年7月より新潟農銀の書記長をつ とめてきた八子正俊が支店長
を補佐する主事 となった。そして元頭取山際操,元 取締役大滝伝十郎が 「日
本勧業銀行法」に基づいて設置される地方顧問 となった99。
支店が発足 した頃の新潟県下は,「経済界モ亦全 ク萎微沈衰ノ状態二陥リ
普通銀行ノ警戒気分 ト相侯ッテー般金融ノ梗塞甚シク殊二米価下落 ノ為農家
手許資金ノ逼迫其極二達」 していた。前述のように新潟農銀の晩期には資金
需要が急増 していたが,勧 銀支店 となってか らはさらに積極的姿勢で これに
応 じた。貸付金は,新 潟農銀からの承継分は567万円余(5040口)であっ
たが,4年後の1926年度末には1955万円余(7794口)と約3倍 に増加 し
た。合併論議の過程では勧銀支店 となることで,「資金ノ中央集中及大口貸
付偏重」等が起 こることが危惧されたが,新潟支店では,市町村,水利組合,
耕地整理組合等への大口の資金については本店から資金の回送を受けて対応
し,「小 口貸付 ノ煩 ヲ厭ハズ農村中流以下ノ金融疎通二意 ヲ注」ぎ,有抵当
貸付の大半は1口千円以下の小口のもの となった100。
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おわ りに
以上,基 礎的な資料を用いて新潟農銀の23年間の活動を素描 した。度重
なる水害の影響 もあって設立は難航 し,1900年代 は他の第一次合併行 と同
じく資金難のため活動は停滞的であったが,1910年代以降は農工債券の発
行も順調であり,貸付も順調に増加 した。設立以来基本的に農業関係の融資
が中心とした慎重な経営に徹 し,第一次合併行中例外的に経営状態が良かっ
たことが確認できた。
これまでの多 くの銀行合同史の研究が指摘するように,銀行は一般の事業
会社 とは異なり法律や大蔵省などの行政の指導の範囲が大 きい。そして,特
定の目的を持って設立された特殊銀行はとりわけその度合いが大きく,特に
本稿で検討 した農銀 は,政府に加えて設立の経緯から府県の影響力が極めて
大きい。新潟農銀は,経 営状態からすれば勧銀 との合併の道を選ばずに単独
で存続することも十分に可能であったようにもみえるが,上述のように資本
金のみならず,公 金預金の取 り扱い,農 工債券の発行に至 るまで資金調達の
あらゆる面を新潟県に掌握 されてお り,当時の県当局の合併方針には抗うこ
とは事実上不可能であったといえよう。
冒頭で指摘 したように,本稿は貸付を中心に新潟農銀の設立から合併まで
の業務を概観 した ものに過 ぎない。貸付金のより立ち入った分析や余裕金運
用を通じた県下の地方銀行 との関係については稿を改めて論 じたい。
【付記】
資料の閲覧に際 しては,株式会社北越銀行資料室(新潟県長岡市),新潟県立
文書館(新潟県新潟市),長岡市立互尊文庫(新潟県長岡市),東京大学法学部明
治新聞雑誌文庫(東 京都文京区)の皆様にお世話にな りました。なお,植田欣次
氏(創価大学経営学部教授),浅井良夫氏(成城大学経済学部教授)には貴重な資
料を提供していただきました。末筆ながら感謝の意を表します。
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注
1伊 藤正直 「農工銀行」(国史大辞典編纂委員会 『国史大辞典』第11巻,吉川弘
文館,1990年)。
2勧 農合併は,第 一次合併(1921～22年)(19行),第二次合併(1927～30
年)(8行),第三次合併(1934～38年)(14行),第四次合併(1944年)(5行)
の4次である。第一次合併行は以下の19行を指す(カ ッコ内は合併契約日)。山
梨 ・佐賀(1921年7月1日),防長(山 口県)(8月10日),福岡(8月27日),島
根(10月15日),鳥取(11月9日),讃岐(香川県)(ll月23日),両羽(山 形県)
(ll月24日),土佐(高 知県)(12月24日),沖縄(12月27日),富山(12月29
日),石川(1922年1月4日),福井(1月7日),静岡(5月5日),新潟(6月12日),
京都(9月18日),秋田(10月6日),青森(ll月7日),和歌山(ll月9日)(日
本勧業銀行調査部編 『日本勧業銀行史一特殊銀行時代一』1953年,附録38頁)。
3『 日本勧業銀行史』405頁。
4第 一次合併行の設立過程については福岡農工銀行,沖 縄県農工銀行に関する,
伊丹正博 「明治中期における地方農工銀行の成立にかんする覚え書」『香川大学
経済論叢』第37巻第4号(1965年4月),同「沖縄県農工銀行の創立と謝花昇」『地
方金融史研究』第6号(1975年4月)がある。
5日 本勧業銀行編 『日本勧業銀行三十年志』1927年,秋田農工銀行 『創業20年
誌』1918年,青森県農工銀行 『青森県農工銀行沿革史』1918年,静岡農工銀行
『創立20年記念帳』1918年,防長農工銀行 『創業20年誌』1918年,富山県農工
銀行 『富山県農工銀行紀要』1918年,京都府農工銀行 『京都府農工銀行沿革史』
1922年。
6池 上和夫 「明治後期の農工銀行の業務分析一群馬県農工銀行を中心にして一」
『土地制度史学』第55号(1972年4月)。
7高 嶋雅明 「農工銀行の不動産銀行化一兵庫県農工銀行の史的分析(1)一」九州
産業大学 『商経論叢』第9巻第1号(1968年ll月),同「農工銀行の融資機能の
分析一兵庫県農工銀行の史的分析(2)一」『商経論叢』第10巻第1号(1969年8
月),同 「肥後農工銀行の史的分析」『商経論叢』第10巻第2号(1969年ll月)。
8植 田欣次 「戦間期の地方金融市場 と農工銀行一広島県農工銀行を素材に」『地
方金融史研究』第15号(1984年3月)をはじめ一連の研究は,植 田欣次 『日本不
動産金融史一都市農工銀行の歴史的意義』学術出版会,2011年に纏められた。
9横 山憲長 「長野農工銀行の農業融資一その統計的素描一」『市誌研究ながの』
第2号(1995年1月),同「大正末期における長野農工銀行本店の融資活動」『市
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誌研究ながの』第3号(1996年1月),同「長野農工銀行の郡別年賦貸付」『信濃』
第57巻第3号(2005年3月)。
10拝 司静夫は,農 銀の個別研究が少ない理由のひとつは,「1921年の 「勧農合併
法」を契機 として,農 銀が以後1944年までの間にすべて勧銀に吸収されて消滅
したことによって,根 本資料を得ることが極めて困難であるという事情にもとつ
く」と指摘 している(拝 司静夫 「第二次大戦後の勧銀 ・農銀 ・拓銀に関する研究」
加藤俊彦編 『日本金融論の史的研究』東京大学出版会,1983年)。
ll渋 谷隆一 「農工銀行の展開 と政策意図」『金融経済』第213号(1985年8月),
後に同 『庶民金融の展開 と政策対応』日本図書センター,2001年に収録。
12『新潟県史』通史編8「近代三」1988年,255-256頁(浅井良夫執筆)。
13植 田 『日本不動産金融史』第6章。
14伊 牟田敏充 「日本金融構造の再編成と地方銀行」(朝倉孝吉編 『両大戦間にお
ける金融構造』御茶の水書房,1980年)後に同 『昭和金融恐慌の構造』経済産
業調査会,2003年に収録。
15創 立関係資料は,設 立委員をつとめた山口権三郎の関係資料(北 越銀行資料室
所蔵)。『営業報告書』(第1期～第45期,ただし第14,18,22,44期は欠)は,
北越銀行資料室,新 潟県立文・書館,長 岡市立互尊文庫所蔵。勧銀資料は,日本勧
業銀行 『新潟県農工銀行調査報告』1922年6月(一部は 『新潟県史』資料編18
「近代六」,1984年,885-894頁に採録),および日本勧業銀行 『三十年志編纂二
関スル調査報告 新潟支店』1927年12月(旧日本勧業銀行(現みずほ銀行)所蔵)。
なお,大 蔵省の銀行行政に関する統計書は,『銀行課報告』,『銀行局報』,『銀行
営業報告』,『銀行及担保附社債信託事業報告』を経て 『銀行局年報』の名称 とな
るが,本 稿では簡略化のため全て 『銀行局年報』で統一する。
16大 蔵省内明治財政史編纂会編纂 『明治財政史』第14巻 「銀行(三)」,1905年,
752-753頁。
17同 上,796-798ページ。
18『新潟県史』通史編7「近代二」,1988年,161-170ページ(大島美津子執筆)。
19勝 間田稔(1843-1906年)山口県九等出仕,防 長協同会社頭取を経て内務省
入省。愛知県知事,愛 媛県知事,宮 城県知事を経て,1897年4月～1900年1月
新潟県知事をつ とめ,休職後宮内省図書頭をつ とめた(上 田正昭他 『日本人名大
辞典』講談社,2001年)。
20新 潟県告示第226号(「新潟県公報」第446号,1898年8月19日)。その後,
平田次郎八,蕪 木八郎右衛門,山 岸俊蔵が辞任 し,笠原克太郎が死亡 したため,
1899年3月末付けで,平田豊次郎,岡 田龍松,上 野貞輝,笠 原恵が新たな委員に
選定 された(新 潟県告示第101号(「新潟県公報」第478号,1899年3月31日)。
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そして,床 次竹次郎の転任に伴い松本順吉が後任 となった(新 潟県告示第ll5号
(「新潟県公報」第480号,1899年4月14日)。
21『明治財政史』第14巻,752-753頁。
22鈴 木長蔵(1846-1909年)廻漕業を営み,開 港御用掛,新 潟県会議長,新 潟
市会議長,衆 議院議員を経て新潟市長(1891-1899年)をつとめる(衆議院 ・参
議院編集 『議会制度七十年史 衆議院議員名鑑』大蔵省印刷局,1962年)。
23床 次竹二郎(1867-1935年)帝国大学法科大学卒業後,大 蔵省を経て内務省
入省。岡山県警部長,山 形県内務部長を経て,1898年2月～1899年4月新潟県
内務部長をっとめた。その後,徳 島県知事,内 務省地方局長,樺 太庁長官,内務
次官,鉄 道院総裁を歴任 し,1914年に政友会から衆議院議員 となり,原 ・高橋
両内閣で内務大臣をつとめ,1925年には政友本党総裁 となった(秦郁彦編 『日
本近現代人物履歴事典』東京大学出版会,2002年)。
24「新潟新聞」1898年9月6日。
25「新潟新聞」1898年9月Il日。
26「新潟新聞」1898年10月4日。
27「新潟新聞」1898年10月25日。なお広告は募集期限にいたるまで連日掲載さ
れた。
28『新潟県史』通史編7,年表45頁。
29『明治財政史』第14巻,781頁,「新潟新聞」1898年12月29日。
30安 良城盛昭編 『貴族院多額納税者議員互選人名簿』第15巻 「新潟県」御茶の
水書房,1969年,llペー ジ。
31新 潟県農工銀行 『第1期営業報告書』1899年下期,2頁。
32『株式会社新潟県農工銀行定款(1899年9月改正)』6-7頁。
33山 田平太郎(1861-1910年)西蒲原郡会議員,新 潟県会議員,衆 議院議員を
歴任(『議会制度七十年史 衆議院議員名鑑』)。
34新 潟県農工銀行 『第1期営業報告書』1899年下期,4頁。
35同 上,3頁。
36『明治財政史』第14巻,780頁,796-798頁。
37日 本勧業銀行 『新潟県農工銀行調査報告』。
38『明治財政史』第14巻,736-737頁。
39『明治財政史』第14巻,739-740頁。
40『明治財政史』第14巻,801頁,大蔵省編纂 『明治大正財政史』第15巻 「銀行
(中)」,財政経済学会,1938年997頁。なお農銀は政党 との関係が強いため政
争の場になり易 く,県金庫業務を巡って騒擾が起こることもあった。農銀 と政党
との関係については,池上和夫「政党 と農工銀行」『一橋論叢』第70巻第3号(1973
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年9月)を 参照。
41株 式会社第四銀行 『第四銀行百年史』1974年,55,956頁。
42日 本勧業銀行 『新潟県農工銀行調査報告』1922年6月。
43新 潟県農工銀行 『第1期営業報告書』1899年下期,6-7頁。
44同 『第17期営業報告書』1907年下期,17-31頁。
45暉 峻衆三編 『日本の農業150年一1850～2000年』有斐閣,2003年,46頁。
46杉 本正幸 『全国農工銀行発達史』全国農工銀行発達史発行所,1924年,150-
153頁,『日本勧業銀行史』227-230頁。
47『日本勧業銀行史』212頁。
48同 上,214頁。
49新 潟県農工銀行 『第15期営業報告書』1906年上期,3頁。
50日 本銀行統計局編 『明治以降本邦主要経済統計』1966年,210-211頁。
51『明治大正財政史』第15巻,906-907頁。
52同 上,907-912頁。
53山 際操(1852一没年不明)工 部省十四等出仕,新 潟県収税属,南 魚沼郡長,新
潟県会計課長を歴任 した(『新潟県史』資料編15「近代三 政治編1」1982年)。
54新 潟県農工銀行 『第21期営業報告・書』1909年上期,5頁。
55同 『第23期営業報告書』1910年下期,5頁
56同 『第23期営業報告書』1910年下期,5-7,ll頁。
57植 田 『日本不動産金融史』第5章第1節。
58「東京朝日新聞」1915年7月3日。
59新 潟県農工銀行 『第21期営業報告書』1909年上期,8頁。
60同 『第23期営業報告書』1910年下期,12-13頁。
61同 『第26期営業報告書』1912年上期,2頁。
62同 『第23期営業報告書』1910年下期,10頁。
63同 『第26期営業報告書』1912年上期,2,19頁。
64同 『第28期営業報告書』1913年上期,1頁。
65同 『第29期営業報告書』1913年下期,2頁。
66同 『第30期営業報告書』1914年上期,1-2頁。
67同 『第31期営業報告書』1914年下期,1頁。
68同 『第32期営業報告書』1915年上期,1頁。
69同 『第34期営業報告書』1916年上期,1頁。
70同 『第35期営業報告書』1916年下期,1頁。
71同 『第36期営業報告書』1917年上期,1-2頁。
72同 『第37期営業報告書』1917年下期,1-2頁。
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73同 『第38期営業報告書』1918年上期,1頁。
74『新潟県史』通史編7,738-739頁(大門正克執筆)。
75渋 谷隆一 「農工銀行の展開 と政策意図」。
76新 潟県農工銀行 『第25期営業報告書』1911年下期,8頁。
77研 究委員会 『農工銀行ノ合併セル七県下調査報告』1923年5月,41頁。なお,文中
の石地銀行(刈羽郡石地町)は,・11年5月に設立さ礼1927年9月に柏崎銀行 と合併
した。宮川銀行(刈羽郡高浜町)は,1896年1月に設立され1924年7月に長野実業銀
行と合併した(銀行変遷史データベースhttp://www.zenginkyo.oLjp/library,/hensen/)。
78伊 藤正直 「恐慌の構造」(歴史学研究会 ・日本史研究会編 『日本史講座』第9巻,
2005年)。
79『新潟県史』通史編8,229-242頁(土田邦彦執筆),249-251頁(浅井良夫執筆)。
80新 潟県農工銀行 『第41期営業報告書』1919年下期,2頁。
81同 『第42期営業報告書』1920年上期,1-2頁。
82同 『第42期営業報告書』1920年上期,1-2頁。
83同 『第42回営業報告書』1920年上期,2頁,同 『第45期営業報告書』1921年
下期,2頁。
84勧 農合併問題の変遷は,池 上和夫 「明治 ・大正期の勧銀 ・農銀論」(加藤俊彦
編 『日本金融論の史的研究』)を参照。
85『日本勧業銀行史』388-395頁。
86同 上,395-396頁。
87『日本勧業銀行史』389頁。全国農工銀行同盟会については,杉 本正幸 『全国
農工銀行発達史』471-475頁を参照。
88『農工銀行ノ合併セル七県下調査報告』41頁。
89太 田政弘(1871-1951年)東京帝国大学卒業後,内務省入省。内務省警保局長,
福島県知事,石 川県知事,熊 本県知事を経て,1919年4月～1923年5月新潟県
知事をつとめる。その後,警 視総監,貴 族院議員(勅 撰),関東長官,台 湾総督
を歴任 した(戦前期官僚制研究会編/秦郁彦著 『戦前期日本官僚制の制度 ・組織 ・
人事』東京大学出版会,1981年)。
90『農工銀行ノ合併セル七県下調査報告』41-42頁。
91同 上,42頁。
92渋 谷隆一 「農工銀行の展開 と政策意図」。
93『新潟県農工銀行調査報告』。
94『日本勧業銀行史』401-404頁。
95『新潟県農工銀行調査報告』
96『日本勧業銀行史』404頁。
35 ..
97同 上,附 録38頁。
98藤 田軍太(1872-1951年)日本銀行を経て1910年に日本勧業銀行入行。本店
割引課長を経て,1922年9月～1923年12月新潟支店長をつ とめた。後に勧銀
大阪支店長を経て,大 分合同銀行頭取,南 洋護護取締役会長を歴任 した(『人事
興信録』第13版,1941年,大分銀行百年史編集委員会編 『大分銀行百年史』大
分銀行,1994年)。
99『三十年志編纂二関スル調査報告 新潟支店』1927年12月。
100同上。『新潟県史』通史編8,256頁(浅井良夫執筆)。
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(別表1)役員の変遷(1)
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出所:新潟県農工銀行 『営業報告書』各期。
注:頭=頭取,取=取締役,監=監 査役。
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(別表2)役員の変遷(2)
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出所:新 潟県農 工銀行 『営業報告書』各期。
注:頭=頭 取,取 二取締 役,常=常 務取締役,監=監 査役。
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新潟県農工銀行の設立と展開 (1899～1922年)
(別表3)新潟県農工銀行主要勘定
単位:円
貸出金
年 期 資本金 積立金 預金 定期 当座 農工債券 (自行分) 年賦① 定期②
代理貸付③ ①+②+③ 預ケ金
定期 当座
有価証券
1899年下 zso,000 一 一 一 一 一 so.070 49.070 1,000 一 50,070 192,600192.600 一 一
igoo年上 999,666 　 一 一 一 一 149.984148.964 ,.000 一 iae,ssa 338,564 旦80,895157,669 12,436
下 500,000 soo 350 350 一 一 343,440 289,44054,000 一 343,440 129,900 ss,ooa 64,900 34,700
190陣上 746.200 2.600 531 631 一 一 429,394 374.49459,900 一 429.394 296.012 200.812 94,200 43.700
下 749,790 6,000 5,459 s,asa 一 一 528.230 521,610 6,620 一 528,230 zzs,sss 180.3且2 45,253 43,300
ieoz年上 996,690 13.100 6,932 5.932 一 一 587,540 576,440u,ioo 一 587,540 414,157 346,912 67,245 48,655
下 999,750 zi,zso 2.961 z,asi 一 一 636.468 626.885 9,583 一 636.468 362.140 338,500 43,640 49,800
1903年上 i,000000 31,250 5,515 5,5皇5 一 一 690,911 669,62821,283 一 690.911 336,780 300,000 36.760 50.000
下 i,000,00041.250 4,162 4.162 一 一 757.211736,249且8,932 一 757,211 269,700 180,000 89,700 56,000
ieoa年上 1,000.00051.250 2.729 2.729 　 一 757,211 771,23620,211 一 791.i47 250,690220,000 ao,sso 46,812
下 LOOO.000 61,250 3,991 3.991 一 一 85艮,62了 628,07823,549 一 851.627 206,2001T5,000 31,200 A6,865
1905年上 1,000.0007L,250 3.327 3,327 一 一 aso130 833,7且826,412 一 860,130 194.500131.000 63,500 59,815
下 i,000,00081,250 5.753 5.753 　 　 914,ti10883,38131.229 一 914,610 iso,sooUO.ODO 40,900 59.055
1go6年上 1.000.00091.250 i,ss7 1,657 一 一 956,746 930,97025,776 一 956,746 121,800 zs,000 96,600 56,445
下 1,000,0GOLO且.250 2,130 2,130 一 　 951,d6092T,54923,911 40,500991,960 139.700 10,000 69.700 62.495
1907年上 1.000.000iii,zso 3,575 3,575
,
一 一 aeo,ass667,24623.239 39,629930,巨09 2玉9,700且85,000 34.700 54,245
下 ioOOOOO 121.250 4.471 9,471 　 一 872.865653,767且9,098 37.965910,830 259,700Sao,000 79,700 48,363
!908年上 1,000.000131,250 4,476 4,476 一 一 soo,eas879,26021,585 36,128936.973 234,000158,000 78,000 65.656
下 且,QOO,000141,250 9,549 9.549 一 一 908,592894,5491-0.043 37,524946,116 331,900150,000 XO9,ioo 69,996
1909年上 i,000,000夏51,250 29,672 29,672 一 一 925,680903.58722,093 43.420969,100 262.200136,000127,200 77,709
下 i,ow.000 162,000 37,762 37,761 一 一 ess,as2919,04216,a60 4墓,2覗 976,736 27且,120且05,000 106,120 80,200
1910年上 i,000,000172,000 sc,n7 56,777 一 一 1,041,6081,015,86725,940 141.261,183,068且90.600 80,000 uo,sao 80.199
下 i,000000182.000 86,251 66.527 ts,tza 200,0001,155.437i.ossiea60,270 20且,8391,357,275326.650166,000 161.660 63,940
1911 上 ,.000,000193,000134,168 95,317 36,651 zoo.aoot.383.2541,267,979pis,i7a 353.719i,736,872145,500 30,000 115,500 96,140
下 1,000,000204,500107,799 64.834 22.965 550.0001,694.7421,578,225115,516 471.6932,165,384167.300154,000 且3,300 96.Sao
19且2年上 i.000.000217,300345,195 129,353215,842 850,0001,924,7571.703,919219,X66 9了1,8122,395,199317,300亘50.㎜ 且67.300 95,490
下 1.000,000232,300453,155 84,611 368,544i,isoOOOz.tae,aee1.902.82535.911 szi,6272.760,363387.900275,000 112.900 92,585
1913年上 1,000.000247,300506,604 180,334326,2701.795.0002.834.0602.491.i41323.319 596,5923.413,652566.200383,500 夏82,700150,196
下 1,000。000265.000675,249258.89且 416.3581.790,0003,0fl2.5312,803,射5274,006 66b.7513,743,172sso.700451.500229,200 t44,306
1914年上 1.000.000285.000766,300251.854 534,4462.185,0003,571,56]3,182,130sse,uo 667,5524,237,892648,000aoa,000244,000 135.976
下 i,000,000305.000851.288298.456 552,8122,170,1003,694,9933.282,14911,942 813,3474.607,438650.00037LOOO 279,000 128,109
且915年上 i,oao,000438,000889,II5391,8A9 497.2662.955.6004,137,8443,610,615495,349 982,7985,088,962602,300376,000226,300 157,916
下 i,000,000471,000657,576493,406 164,1702,860.9504,137,4943,737,093400,4001.295.3905,932,883780,300 134,000646,300 157,819
1916年上 1.000,000504,000898,682630,952 267.7302.869.8004,265,11B3,939,856323,9且21.365.7355,629,503976,000 183.000793,000174.019
下 1,000,000537,0001,003,741627,011 376,7302.789,3504,131,3103,669.8286且,3811.380,8265,5t2,0351,052,000zzs.000327,000 288,240
1917年上 i,000,aoo570,000i,zaz,eat725,107507,7352,922,4504,監23,L933,866.684256.5281.435,5365.558.7281,463,5004113.500350.000 286,940
下 i.000.000603,000732.239450,664 281.3752.967,7504.(61.2013,789,200372,DOI1,333,2225.499,4231,452.000i,oiz.000440,000 282,444
1918年上 LOOO,000sae,0001.065.855 02,463563,3922.82b.3504.046,0643,64i,73698,3461,269,156.315,290L445,0001,28b,000isoOOO 263,IBO
下 1.000.000675,000916,865 478.547438.3182,733,0003,716,2533,400,749315,3231.212.2S84,928,3601,553,0001,AOO,000153.000317,970
1919年上 1.000.000viz,oao1,400,006701,211698,79i2.655.3003,518,9763,183,897334.7181,187,3704,705,9851,711,000i,eao,0007ま,000 834.035
下 i,000,000750.0001,989,A35883.VIt,tae,zw2。8ひ4,1503,860,231,337,875520.8061.082,4354,941,ll61,683.0001,685,00098,0001.298.685
且920年上 i.000,000了75,0002,405,118,620,863884,2552,815.4004.269,536,825.477634.1181,069,6785,329,B73z.ist,oao1.850,000301,000841,030
下 1,000,000807,0001,872,t32i,ota,z7s793.B563.126,5504,705.3573,959,5147 5,3931,049.2215,754,1281.549.000　 1.saa,000905,667
1921 上 i,aao.000897,0002.332,012.260.228i,07i,zsa3.035,4504,927,8719,1i4,4157 3,4551,079,5896,007,4541,731,000一 1,731,000896.587
下 oao,000931,0002,638,7491,271.7651.360,9643,942.8005,333.941,610,651723,2901.124,960,458,901i,sea.000一 1.884,0001,195,062
出所:新潟県農工銀行 『営業報告書』各期,大蔵省 『銀行局年報 』各年版 。
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(別表4)農工債券発行状況 ・応募者内訳
単位:円
発行年月 発行高 利率(年利%) 預金部 公共団体 会社 個人 日本勧業銀行
第1回 191011月 200,000 5.5 一 65,600 75,600 :11 一
第2回 1911年9月200,000 5.5 一 43,650 71,50084,850 一
第3回 1911年9月150,000 4.5150,000 一 一 一 一
第4回 1912年3月300,000 6.0 ～ .:11 59,000204,200 一
第5回 1912年12月300,000 6.0147,500107,750 2,000 42,750 一
第6回 1913年4月300,000 6.5 一 82,300 51,150166,550 一
第7回 1913年5月350,000 6.5 一 142,20098,650109,150 一
第8回 1914年1月300,000 7.0 一 61,850 15,450222,700 一
第9回 1914年2月100,000 7.5 一 69,300 io,000ao,zoo 一
第10回 1915年1月300,000 7.5 一 17,650 13,850115,500 一
第ll回 1915年8月300,000 7.5 一 73,350110,300116,350 一
第12回 1915年8月150,000 7.5 一 11,600ioo,00038,400 一
第13回 1916年2月 65,000 6.0 一 9,500 10,00045,500 一
第14回 1917年4月350,000 6.0 一 197,95049,200102,850 一
第15回 1917年12月350,000 6.0 一 264,50010,45093,050 一
第16回 1918年5月500,000 6.0 一 334,650 3,700161,650 一
第17回 1918年12月200,000 6.0 一 118,750 5,500 75,750 一
第18回 1919年11月150,000 6.4 一 95,700 2,000 52,300 一
第19回 1919年12月70,000 .一 一 一 一 一 70,000
第20回 1920年4月 30,000 6.7 一 一 一 一 30,000
第21回 1920年4月 50,000 6.9 一 一 一 一 50,000
第22回 1920年9月 30,000 7.5 一 一 一 一 30,000
第23回 1920年ll月350,000 7.5 一 228,100 5,000116,900 一
第24回 1921年11月500,000 7.5 一 305,90086,950107,150 一
第25回 1922年5月300,000 7.5 一 234,500 65,500 一
出所:新 潟県農工銀行 『営業報告書』 各期,日 本勧業銀行 『新潟県農工銀行調査報告』。
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